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第4章 現代の流通構造より
情報化によって流通はどう変わるか？
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第4章 現代における流通構造

１－１．情報化の影響

１．物流情報システムに
おける情報化

– 生産者や商業者の間で
の物流や注文 処理に
おける情報技術の導入

２．インターネット販売

– 消費者への商品販売に
おけるインターネット技
術の導入 （eコマース, e
リテール, 電子商取引）
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第4章 現代の流通構造

１－２．物流情報システムによる効率化

• Electric Ordering System 
(EOS)

オンライン受発注システム・・・

電子化された注文データを卸売業者
や生産者に送ることにより迅速で効率
的な受発注処理が可能。
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第4章 現代の流通構造
１－２．物流情報システムによる効率化

• Point of Sales

(POS)

小売り店舗のレジで商品が売れたこ
とをPOS システムで管理し、

そのデータを卸売業者や生産者など
と共有することで、

供給業者が迅速に店舗の在庫を補
充したり、供給業者の生産量・在庫
量を調整したりすること。
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第4章 現代の流通構造
１－３．物流情報システムの流通構造への影響

• 物流情報システムが導入されることによって、
生産者と商業者が行う流通サービスが、より
少ない費用で達成される。

• では、流通の段階数はどうなるか？

このような情報化は生産者と商業者による流通
サービス能力を引き上げるものであるから、
流通段階数は減ることが予想される。
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２ インターネット販売による影響
e‐commerce は効率的か？
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図1－3 流通費用の構成 (p18)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
物流サービスを導入することによって消費者費用と
流通サービス費用の両方が節約されなければならない。



第4章 現代における流通構造

２．インターネット販売による影響

消費者費用への影響
• インターネット販売を生産者が行うと、商業者を介さずに直接、商

品を販売する？

• 消費者費用軽減 （消費者にとって便利になっている。）

– 空間的懸隔・・・店舗に出かけて商品を持ち帰る。

– 時間的懸隔・・・店舗の時間に合わせた行動をとる。

– 品揃え懸隔・・・商品を買いそろえたり、歩いて探索する。

• 消費者費用増加 （消費者にとって不便になる要素もある）。

– ブランド・価格・仕様だけでなく。もっと複雑な情報がほしい（手触り・試着）

– 通販は時間がかかるので、「待つ」ことの心理的負担がかかる
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第4章 現代における流通構造
２．インターネット販売による影響

流通サービス費用への影響
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流通サービス費用軽減
カタログ作成（顧客リスト等）や送付

流通サービス費用増加

受発注のための情報システム構築 （消費者からの膨大な小口
注文）

消費者に自社のウェブサイトを選んでもらわなければならない
ので、企業のイメージが大切。

世界中の企業と競合

消費者の動機付けを販売促進や広告で行う。

物流費用 （インターネット販売は基本的には通販）

空間的懸隔・・・個々の消費者に商品を配送。

時間的懸隔・・・迅速な物流作業のための設備投資や
外注が必要。

1個当たりの配

送費用は個数が
多くなればなる
ほど安くなる



お客様の興味のありそうな商品は・・・（購買意欲喚起）
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この本を買ったお客様は、これらの本も購入しています！！
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11月26日提出課題
• あなたの最も興味のある商業（小

売業あるいは卸売業）を選び下記
の事項について調べてください。

– 会社の成り立ち・規模（従業員
数・売上・利益率・店舗数・海
外展開の有無と広がり）

– 会社の特徴を今まで授業で学
んだ観点を2つ以上含めて説
明する。（物流情報システム・
流通サービスとしてどのような
ことをしているか等）

– あなたがその会社を課題とし
て選んだ理由

• 出典を示す。（インターネッ
トだけではなく、新聞や教
科書以外の書籍・雑誌等か
らも載せる。）

• Ａ４紙2枚にまとめる。

• 3ページ目に、必要であれ
ば図も入れても良い。
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まとめ

• インターネット販売による商品流通か店舗販売
による商品流通か？

消費者費用と流通サービス費用の違いによる影響
をうける。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食料品（最寄品）
・鮮度が重要
・選考が変わりやすい

専門品
ブランド

イベントチケット。。。物流費用があまりなく大規模な情報システムが先行的に形成されやすい
旅行


http://upload.wikimedia.org/wikipedia/en/3/35/Chanel_logo.svg


発表の順番
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日程 単元 グループ長 メンバー

11月26日 5章 商業における信頼関係 宮国

12月3日 ６章 商業におけるパワー関係 小澤 有 伊敷

12月10日 ７章 生産者による流通系列化 元長 名城・井上・比嘉

12月18日 ８章 小売業者における製販統合 大城 玉城・

1月7日 ９章 小売業者におけるＰＢ 明 国吉・田中・新城

1月14日 １０章 商業における革新 ？ 泉・新庄・新里・
中村？

1月21日 １１章 変化する小売業

1月28日 １２章 変化する卸売業

2月4日 １３章 中小商業問題



期末発表の内容
1. テーマについて、要点をまとめ、その内容をわかりやすく説明する。

2. コラムについて説明する。

3. テーマを説明するのに適当な流通業を１つ探し下記の点について示す（コラム
等）

1. 会社の規模（売上・利益・従業員・店舗数・どのような海外展開をしている
か数字と地図で示す。）

2. 会社の流通構造（形態）を図などを使って説明する。

3. 会社の魅力を写真等で説明する。

4. 発表後の感想（現代の流通について感じた点・この章を読んで感じたこと）

5. 参考文献（紙媒体で出版されたものを2つ以上）を最後のスライドに載せて紹介。

6. パワーポイント資料を月曜日（11:00pm）までに先生にメールで送り、グループの
代表者は先生に事前相談（発表前）をする。

7. パワーポイントの配布資料を全員に配る（写真の部分はのぞいてもよい）。

8. 一枚一枚のスライドにスライド製作者の名前を記す。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（残りの時間で分担や全体の司会進行役、印刷係などを決めてください。
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